
会 議 記 録 
会議名称 第 11 回忠類地域住民会議 

開催日時 平成 29年 12 月 21 日（木）13:30～16:37 

開催場所 忠類総合支所 ２階小会議室 

出 席 者 委員長、委員 14名中出席者 10名、町長、説明員１名、事務局５名 

次  第 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題 

(1)  報告等 ・提言に対する進捗状況の確認 
・第６期幕別町総合計画について 

(2)  議案第１号 第６期の提言について 

４ 閉会 

会議概要 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題 

 (1) 報告 

ア 第１～５期までの提言に対する進捗状況の確認。 

項目別達成度、第１～４期提言の「不可能」、第５期提言の「検討中」、

「不可能」について、担当課から説明。（質疑なし） 

イ 第６期幕別町総合計画について（山端政策推進課長） 

  総合計画は基本構想・基本計画・実施計画の三部構成で、基本構想と基

本計画を纏めた。個々の事業を定める実施計画は、総合計画策定後、毎年

策定していく。 
・もっと「幕別」を宣伝して、幕別町を世間に知ってもらうことが大事。 
・オリンピック選手の名刺を配るばかりでなく、イベントに来てもらうな

ど様々な取り組みをした方が良い。 
・地域おこし協力隊はぜひ忠類に配置してほしい。 
・地域おこし協力隊は具体的に「何をするのか」をわかるように募集して

ほしい。 

 

 (2)議案 

第６期の提言について 

「忠類地域振興にかかる提言（素案）」について意見を出し合って終了した。 

【１教育】 

(1)「歴史を継承する郷土史ちゅうるいの復活を」 

・副読本「まくべつ」の中で忠類地域をもっと学べるような本にして、

幕別町を知った上で忠類地域についても学べるようにした方が良い。 

・全体の「まくべつ」を活用しつつ、小学校のある地域は「とべつ」、「ぬ

かない」、「めいりん」などがあっても良い。 

・専門的なことを書かなければ、住民組織で作成できる。地域住民も協

力することによって価値も高まる。 

・昔話を聞き取りして、福寿で読み聞かせをしてはどうか。 

(2)「通塾に対する保護者の負担軽減を」 

・通塾に対する補助については、家庭環境によって不公平感が生じるこ



とも想定されるため、提言から削除する。 

(3）「少年団活動や部活動における指導者の確保を」 

・指導者の確保が難しい要因として「先生方の労働条件が厳しい」とい

う表現を加えた方が良い。 

【２雇用者の確保】 

(1)「農業の担い手や雇用者のための専用住居の整備を」 

・農業だけにこだわらず、地域の産業全体に対する施策として表現した

方が良い。 

(2)「保育所の安定運営のために保育士の処遇の更なる改善を」 

・町職員となっても正規、非正規の格差があり、保育士不足の大きな要

因となっている。 

【３交流人口の拡大】 

(1)「地域おこし協力隊の導入を」 

・具体的にYouTuber（ユーチューバー）という言葉を入れた方が良い。 

・忠類の活性化の取り組みを、広く地域に発信し、共有した方が良い。 

(2)「ナウマン公園にトイレの早期設置を」 

・公園に管理員がいないので、どこに行けば良いかわからない。（公園、

ベジタ、記念館の）管理は別でも、どこかできちんと情報を束ねるこ

とが必要だ。 

【その他】 

・ナウマン公園の整備など、忠類にばかり予算を投入しているという感

覚を持った住民が札内や幕別に一部いるため、役場庁舎の改築など合

併特例債を使った事業であることなど、適正に配分された中で事業が

行われていることをお互いに共通認識を持つことが必要。 

４ 閉会 

 


